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ご利用者様の相談・ご質問はこちらまで!!

田中外科通所リハビリテーション

Tel  : ０７２－８０５－３５５３

★無料体験も随時ご案内しております！

通所リハビリテーション

Vol.6

今回のかわら版では、以前お伝えした当施設におけるST（言語聴覚士）

によるリハビリの様子をもう少しご紹介させて頂きます。

STが利用者様に提供させて頂いているリハビリは大きく分けて①言葉の

訓練 ②食事の飲み込み（嚥下）の訓練※ ③その他の脳の働き（高次脳

機能など）の訓練があります。利用者様の状況に応じて、個室での個別

訓練を行っています。また、利用者様全員を対象に、デイルームでは歌

唱や早口言葉などを用いて発声・発音の練習を行っています。これらは、

喉やお口の健康を保ち、心身ともに元気になっていただくことを目的と

しています。このように、STによるリハビリは多岐にわたっています。

さらに今回は少し珍しい検査器具をご紹介させて頂きます。名称は「鼻

息鏡 （びそくきょう）」です。鼻息鏡は発声時に鼻から息が漏れていないか

を確かめるための器具で、鼻から息が漏れていると発音が不明瞭になる

場合があります。この器具でSTが利用者様の検査をし、空気の漏れを確

認しながらリハビリを行って行きます。

※当施設のSTが行う嚥下訓練は、主に間接訓練（食物を用いない訓練）です。

今後も田中外科通所リハでのリハビリ内容をかわら版でお伝えしますの

で、訓練内容についてご興味がある方はお気軽にお問い合わせ下さい☆
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